
～みんなで未来をつくろう～

錦江町「MIRAI」づくりプロジェクト
将来の錦江町を、日本を引き継ぐ子どもたち。
私たちの子どもや孫のためにいま私たちに何が出来るか、
一緒に力を合わせて、知恵を出し合って考えてみませんか？

　『ＭＩＲＡＩ』づくりプロジェクト
　最新情報を公開しています。
錦江町まち・ひと・ＭＩＲＡＩ 検索

問合せ：錦江町まち・ひと・『MIRAI』創生協議会　☎ 0994-25-1001

開講！錦江町 MIRAI 寺子屋塾
　7 月２日から ICT 活用型学習教室「錦江町 MIRAI 寺子屋塾」が開
講し、小中学生合わせて 49 名の受講生が勉強に励んでいます。受講
生は週に 1 回、都市部学習塾講師による web 遠隔ライブ授業 ( 小学
生は算数、中学生は数学・英語 ) や、web アプリによる速読トレー
ニングを受講できる他、自宅にインターネット環境がある場合は自
宅でも遠隔授業や映像授業（5 教科）を視聴しながら勉強することが
できます。MIRAI 寺子屋塾では、家庭学習を補完する個別最適化さ
れた学習環境の実現を目指し、町内の子どもたちの「基礎学力の向上」
と、これからの時代に必要となる「ICT（情報通信技術）への理解」「情報活用能力の育成」を進め、過疎地
課題である教育機会格差の解消に向けて取り組んでいきます。受講定員にまだ空きがありますので、受講を
希望される方は MIRAI 創生協議会までお問い合わせください。

　7 月のお題は「夏の思い出」として 8 月末までの 2 か月間で実施します。
これから始まる錦江町の熱い夏！皆さんの記憶に残る思い出の一枚を写真
に撮ってご応募ください。
●応募方法
【step1】いずれかの SNS(Facebook/Twitter/ インスタグラム )
で公式アカウント「錦江町フォトコン」をフォローします。
【step2】ハッシュタグ「# 錦江町フォトコン」と「# 夏の思い出」をつけ
て投稿してください。（※ご注意：①投稿のプライバシー設定を「公開」に
して下さい。②ハッシュタグは半角で入力してください）

●応募締切　８月31日 ( 土 ) まで

●受賞作品発表　９月中旬予定

●ご注意　写真に人物が写っている場合、必ずその本人の許可を得てご応
募をお願いします。
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７～８月のお題は「夏の思い出」

最優秀賞：井手口聖菜さん（町内在住）
「豊かな自然と温かい人たちがたくさん。

錦江町は癒しの場所です。」

フォトニュース！

子どもたちに安心・安全な食材を
学校給食に地元産「黒豚」提供

　レインボー九州大会出場を決めた大根占ソフト
ボールスポーツ少年団が、結果報告のため町長を
訪問しました。九州大会は8月18日から19にかけ
て福岡県で開催されます。キャプテンの篠山琉

る い
綺

（大根占小６年）さんは「優勝目指して大会まで練習
を頑張りたい」と意気込みを語りました。

大根占ソフトボールスポーツ少年団
県予選を勝ち上がり九州大会へ

　６月25日から町内各公民館で、地域の課題や理
想像を話し合う「ワークショップ」を開催していま
す。これは、今年度全面改訂する錦江町総合振興
計画に各地域の意見を反映させるもので、７月以
降も公民館や各学校で順次開催を予定しています。
多数のご参加をお待ちしています。

ワクワクまちづくり懇談会開催中
町の将来を楽しく語ろう

　６月21日、南州農場株式会社から子どもたちに
地元で生産されている安心・安全な豚肉を食べても
らいたいと、学校給食用の食材として「黒豚」が提
供されました。町内の全小中学校の児童生徒らに、
「生姜焼き」に調理されてふるまわれました。

７月は「社会を明るくする運動」月間
地域一体で犯罪のない町に

　７月１日、錦江町保護司会８名が来庁され、「社
会を明るくする運動」のメッセージ伝達を行いまし
た。犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更生
について理解してもらう活動で、貫見広幸会長は
「今年は更生保護制度が始まって70周年をいう節目。
地域一体で犯罪の社会を目指したい」と話しました。

まちの話題をピックアップ

錦江町フォトコンテスト

※本事業には、錦江町ふるさと納税やクラウドファンディングにより全国から当町へ支援頂
いた寄附金が活用されています。　　

コーディネーター まちづくり計画研究所今泉重敏 氏（中央）
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